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耳が良くなりたい。そういつも思います。ヒッポを長くやっていますが、「聞

こえないと歌えない」これは間違えのない事実だと思います。ゆきぴょんやア

メちゃんは本当に耳がいいなーといつも思います。一緒に歌っていてもあんな

に歌えるなんてすごいなー、そういつも思います。具体的ではないので、分か

りづらいですか？具体的に言うと、一緒にここを歌おうと決めても、たくさん

自分では聞いていても、ゆきぴょんの方がたくさん歌えるし、自分が聞こえな

い音が聞こえているのです。前回のお父さん会でのベトナム語もそうでした。 

でも、みんなで歌う事でそれはある程度カバーできるのだなーとも思います。

CD で聞いていても聞こえなかったのに、他の人が歌っていると聞こえるように

なる。他の人が言っていた言葉が CD の中から浮かび上がってくる。これは日

常茶飯事におきます。ただただ CD を聞いているのではなく、他人が歌ってい

るのを聞くことによって急に聞こえるようになる事は良くあります。 

また大波で歌う楽しさというのもあります。歌えないのだけど、歌いたい。

段々段々、細かいところまで言えるようになっていくプロセスが自分自身、い

や一緒にふぁみりーに参加しているみんなが共有できるのです。 

だからぜひ一緒に歌いましょう。当然、家族でやっている人の方が一人でや

っているよりも早いです。たまーに、えっいつの間に歌えるのって感じの人も

いますが、ぜひ大波の所から一緒に歌いましょう。 

さらに娘のさおちゃんは巻き舌ができるのに、自分はできないなーなんてい

つも悩んでいます。さらにさらに自分の日本語発音もちょっと下手？なんて事

も思います。ずっとヒッポの活動に参加している自分も、こういう風にいつも

悩んでいます。 

でも、ヒッポに入る前は様々な外国人や様々な日本の地域の人と出会う事も

ありませんでした。ヒッポの CD にある言葉を耳にすると、これは何語かなと

なんとなくわかります。これって本当にすごい事ですよね。 

イチローの韓国語も昨年交流に行くという事で、ずっと聞いていました。だ

からどんなシーンでも大波で歌える気がします。耳が良くないって思っている

自分にもたくさんすごい事が起こっています。大人は素直ではないからか、自

分は駄目だーなんてマイナス思考が頭をよぎるのですよね。 

みんなすごいのですよ。 

さて、まとまりのない文章を書いてしまいました。明日は講演会。明日は無

理かも知れませんが、あさっての講演会には参加して、いつもやっているヒッ



ポを見つめなおしたいなーと思っています。やっぱり自分たちは凄い事をして

いるのだなーと実感できるといいなーと思っています。 

ひまわりふぁみりーは６月で５歳になります。家族でずっとやれている幸せ

感とふぁみりー開設当時から一緒にやっている仲間がいる事に本当に感謝して

います。2005 年の６月号でこう書きました。ひまわりは太陽に向かってまっ

すぐに伸びます。参加するメンバーみんなが「楽しむ」「言葉に向かう」「人

と出会う」ことにまっすぐ向かってくれると嬉しいです。 

続けてこうも書きました。ひまわりふぁみりーでは特に次の事を大切にしてい

きたいです。 

① ファミリーの時間を大切にする。ひまわりのように３つのことに向かうの

だー。ファミリーは自分たちで作る自覚ができると最高！ 

② みんなと仲良くなる。アフターヒッポ大歓迎です。がんがん声かけてくだ

さい。お父さん達も巻き込もう！ 

③ 交流を大切にする。受け入れも交流もたくさん準備して、たくさん話を聞

こう。 

④ 些細な発見を大切にする。些細な発見をみんなで共有して本当のファミリ

ーになろう。 

みんなで作り上げてきたふぁみりーに感謝です。 

５歳になった今年、たくさんのメンバーが小松空港から韓国交流に行きます。

ひょんなことから今年の交流にも自分が参加する事となりました。行く人も行

かない人もぜひ一緒に準備をして、一体感のある交流にしましょう。そのため

にたくさん歌って準備しましょう。 

いろんな人と出会い、いろんな言葉を発見し、一体感のあるふぁみりー。あ

る種部活動のような達成感。まだまだ言葉は半人前かも知れませんが、半人前

と決めつけるのは自分自身、赤ちゃんはいつでも１人前。 

これからもたくさん歌おう！ 

講演会で自分を再確認、できれば家族でそしてふぁみりー

のみんなでたくさん歌って、しゃべれるようになろう。 
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